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第 1章．市民アンケート調査の結果

１．考察（調査結果の総括）

市民は、府中市の身近な環境の印象について、府中市の環境を、「快適な環境である」、「ど

ちらかといえば、快適な環境である」と、多くの市民が肯定的な印象を持っている。その理

由については、緑が多い、自然を身近に感じるという回答や、公園が多いとの回答が多く、

府中市に残された自然や緑が豊富であると感じている市民が多いものと考えられる。一方で、

快適な環境ではないと考えている市民は少ないものの、騒音・振動等について気になる、交

通問題に不安を感じているとの回答も寄せられており、近隣騒音などの問題や交通問題など

の生活環境の改善が求められていると考えられる。

府中市に生息する生き物が減少しているかどうかという印象については、全体では、以前

よりも生き物が減ったと思うという回答が多く、よくわからないという意見も多く寄せられ

た。なお、その内訳を見ると、５０歳代以上から約半数以上が以前よりも生き物が減ったと

いう意見が多くなっているが、２０歳代～４０歳代の比較的若い年齢層においても、それぞ

れの年代で約３割前後は生き物の減少を実感しているようであり、比較的近年においても都

市化の進行、またはそれに伴う自然の減少が進んでいる様子が伺える。

府中市の特に改善や継続的な対策が必要であると思う課題については「安全な道路交通の

推進」、今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要と思う施策については、「歩きや

すく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める」の各回答が多く、交通関連の課題について

改善してほしいと望んでいる市民が多く見られた。

なお、同じく特に改善や継続的な対策が必要であると考えられている意見の中で、「自然エ

ネルギーの利用促進」が１番目とあまり差がなく２番目に多く、さらに４番目に防災対策と

まちづくりに対する意見が多くなっており、東日本大震災の発生を契機とした市民の関心が

多くなってきている事が想定される。

また、府中市のランドマークともなっている「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」な

どの歴史的景観についての保全については、これらの歴史的な資源が市民生活の身近にある

環境資源となっている事や、景観行政の推進などにより市の取り組みが推進されてきた効果

が、実際の市民の目に見えている結果の表れとなっているものと考えられる。

環境に配慮した行動の実践状況として、省エネルギー機器の設置意思については、太陽光

発電やクリーンエネルギー自動車（電気自動車・ハイブリットカー等）、高効率給湯器（エコ

キュート、エコジョーズ等）について将来導入の可能性が期待できる。なお、平成２２年６

月に実施された府中市地球温暖化対策地域推進計画策定のためのアンケート調査における同

質問に対する結果では、これらの機器を利用したいという結果が２０％前後だったのに対し、

今回の調査結果では、各々の機器を利用したいという意向が、小型風力発電を除き、概ね４

０％～５０％前後という増加傾向を示す結果となった。前回調査から約２年しか経っていな

い中での再調査結果において、これだけの増加傾向を示したのは、東日本大震災に端を発す

る福島第一原子力発電所の事故、その後のエネルギー需給の問題等を経験し、省エネルギー

対策、再生可能エネルギーの利用等に対する市民の関心が高まってきている事が要因である

と推測される。

日頃心掛けているエコライフ（環境に配慮した生活）の実践状況については、「資源になる
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ようなものはできるだけ分別してリサイクル化に努めている」について、「実施している」と

の回答が約８０％、「時々実施している」の回答が約１７％と、何らかの取り組みを実施して

いる市民がほとんどであり、市民のごみ問題への関心の高さと取り組みの意思が高いことが

わかる。

その他、「こまめに消灯している」、「近くへは徒歩や自転車で移動している」、「買い物をす

る時はマイバッグを持参したり、「詰め替え商品」を購入するなど、ごみになるようなものは

できるだけ買わないように努めている」、「テレビをつけっぱなしにしないとの回答が多く見

られ、日常生活において意識をすれば、比較的簡単に取り組める実践メニューが高いことが

わかる。また、これらの項目は、家計の節約に直接関係するため、「省エネ行動が節約につな

がる」といった意識により行動が実践されている可能性も推測される。

これらの傾向は、平成２２年度に実施された環境省による国民調査「環境にやさしいライ

フスタイル実態調査」においても同様に、家庭内で日常的に出来る事についての実践割合が

多い結果となっており、府中市を問わず、身近なところから始めるエコライフの実践につい

ては全国的に定着しつつある事が伺える。

一方で「自然観察会や野外環境学習会に参加するなど自然と触れ合うように努めている」

「環境に関するイベントや地域活動に参加している」といった、地域社会の連携の中で実践

する「参加」型のエコライフ行動の実践者は少なく、これについても前述の国民調査の結果

と同様の傾向を示しており、地域社会の中で展開される参加型のエコライフ活動について、

市民が参加する、あるいは参加したくなるような仕組みやきっかけづくりを考えていく必要

がある。

前述の「参加」型のエコライフ行動の実践者は少ないという事にも関連するが、「環境づく

りへの参加」の意向については、活動内容によっては参加したいとの回答が多い事から、市

民が興味の持つ、参加しやすい仕組みや仕掛けを講じていく必要があると考えられる。なお、

参加したくない理由としては、６０歳以上になると体力的に無理という理由が多く、５０歳

以下は多忙であり、時間がとれない事を理由に挙げている回答者が多い。一方で２０歳代～

４０代歳で興味がないからという理由も挙げられており、若年層の地域社会における環境活

動への参加を促す方策を検討する必要があると考えられる。

市民が環境づくりに参加するために、取り組むべき重点事項については、「環境保全活動を

実践しているグループや市民ボランティアなどの活動に協力する」が最も多く、意見交換会

や環境学習会への参加など主体的に取り組む活動より、地域の組織が行う活動に協力すると

いう比較的、サポートに近い形での参加のスタイルを望んでいる事がわかる。

自由意見の中から、どういった内容のものなら参加したいかという関連意見を抽出してみ

ると、「定期的な市内の現場での学習会や工場見学、公園めぐり等」、「広く、市民や事業者に

生物多様性の意義を理解させ、府中市全体が一体となり、日常的に環境保全に努める。」とい

った事が意見として挙げられている。一方で、「どうして、参加するのかわからない。」「市民

への環境活動の参加は、呼びかけるだけでなく実際に参加した人の声を聴きたい。」「市民は、

何をどう協力していけばいいかわからない。」といったような意見が見られ、まだ関心までに

至っていないが、現状で関心の薄い市民においても、参加するきっかけを作ることによって、

環境活動の参加が可能であるという事が想定される。望ましいと考える役割分担については、

市民、事業者、行政の三者が同列で責任と行動を担う三者が協力した役割を考えている市民
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が多く、協働の意識は備わっているものと推測される。

府中市環境保全活動センターについては、大半の市民は認識しておらず、また、利用した

い市民もほとんどいないことから、まず市民に周知するためのＰＲをより充実させ、利用の

促進を図る必要がある。府中市環境基本計画、府中市環境基本条例についても、多くの市民

は認知していない状況が見受けられる。府中市環境保全活動センターの周知も含め、市広報

等での情報提供にとどまらず、インターネットの活用や、地域コミュニティにおける市民の

お互いへの周知など、多面的な情報提供、共有化が求められる。

今回のアンケート結果によると、緑や自然、それを取り巻く歴史的景観などについての関

心の高さが見られる一方、交通に関連する課題を挙げている市民が多いことから、自然と歴

史を保全しつつ、自動車、自転車、歩行者などあらゆる視点からの交通のあり方を中心とし

た都市づくりを、どのように展開していくかが、府中市の地域的な課題として考えられる。

また、地域別の回答において、どの地域においても府中市を評価する点として、歴史や自

然、景観と生活の調和に関する回答が多く挙げられているが、特に、府中市中心部以外の回

答においてマンションの乱立による防犯上の問題や、農地や自然の減少に対する懸念、道路

の安全性などに対する不満が見られ、地域により生活環境面における課題が見られる結果と

なった。

エコライフについては、身近に出来る取り組みに関しては、多くの市民が取り組んでいる

傾向が見られたが、取り組むにあたって経済的、人的な負担が大きいものや、自らが主体的

に地域や周辺を巻き込みながら取り組んでいく行動に関しては、あまり取り組みが進んでい

ないことがわかり、現在以上のエコライフの実践者拡大に向けた取り組みの展開が求められ

る。

あらゆる環境情報については、本基本計画、根拠となる基本条例、現行計画に基づく象徴

的な施策の実施として立ち上がった府中市環境保全活動センターなど、すべてのものについ

て市民の認識は、残念ながら低い状況となっており、次期基本計画策定から、今後の取り組

みの展開にあたっても、常に市民への周知をどのように行っていくかを検討していく必要が

ある。
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２．府中市や身の回りの環境の現状や課題について

（１）身近な環境の印象（単回答）

現在の身近な環境に対する認識については、「快適な環境である」が 29.5％、「どちらか

といえば、快適な環境である」が 61.4％あり、肯定的な意見が多くなっている。

ただし、「どちらかといえば、快適な環境ではない」も 8.0％ある。

属性別にみると、各属性において大きな違いはないものの、性別では、やや男性の方が

肯定的な意見が多くなっている。

年齢別では、50 歳代、70 歳代以上でやや肯定的な意見が多くなっている。

地区別では、第 3 地域、第 4 地域で肯定的な意見が最も多く、第 5 地域で否定的な意見

が最も多くなっている。

61.4%

29.5%

8.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

どちらかと言えば、快適な環境である

快適な環境である

どちらかと言えば、快適な環境ではない

快適な環境ではない

［n=406］
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20
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10
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5

22
9
8
7
7
7
6
6
6
6
5
5
5
5

0 25 50 75 100 125

緑が多い

公園が多い

自然を身近に感じる

静かである

スーパー（商業施設）が近い

駅が近い、交通の便がいい

公共施設が多い

府中の森・郷土の森は緑が多い

歩道が整備されている道路が多い

多摩川に近く親しめる

都心に近い

農地が残っている

街がきれい

浅間山周辺の自然

治安がいい

富士山が見える

騒音振動が気になる。

狭い道路に大型車が走っている

ペットの糞が処理されていない

歩道が狭い

近隣から悪臭がある。

駅・スーパー（商業施設）が遠い

道路が管理されていない

自転車のマナーが悪い

街灯が少ない

ゴミが多い

治安が悪い

街が汚い

マンションが多くなった

自動車が多い

（回答数）
主な意見（回答５件以上）

環
境
が
快
適
と
思
う
理
由

環
境
が
快
適
と
思
わ
な
い
理
由

（２）環境の印象についての回答理由（自由回答）

環境が快適と思う理由についての記述回答では、緑が多い（111 件）、公園が多い（92
件）、自然を身近に感じる（51 件）と、公園や自然の緑が豊かだとする意見が最も多く、

次いで、静かである（40 件）スーパー（商業施設）が近い、交通の便に恵まれているなど

が多くあげられている。住宅地としての良好な環境と利便性の高さを評価する意見が多く

あげられている。

一方、環境が快適でないと思う理由としては、騒音・振動問題（22 件）、狭い道路に大

型車が進入してくる（9 件）ペットの糞の放置（8 件）など交通問題や生活のマナー不足に

起因する問題が多くあげられている。
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分類 種名等 回答数 分類 種名等 回答数

昆虫 260 鳥類 小鳥 2

トンボ 47 ジジュウカラ 2
セミ 32 カッコウ 2

チョウ 30 ワカケホンセイインコ 2
カブトムシ 29 その他鳥類 15

クワガタ 20 猛禽類 4

バッタ 16 フクロウ 2
カマキリ 16 猛禽類 2

コオロギ 8 両生類 44
タマムシ 7 カエル 40

ホタル 5 オタマジャクシ 4

テントウムシ 5 その他水生生物 18
昆虫 4 ザリガニ 12

アブラゼミ 3 タニシ 3
イナゴ 3 その他水生生物 3

カナブン 3 魚類 20

スズムシ 3 魚 7
ミノムシ 3 メダカ 4

ハエ 3 ドジョウ 3
モンシロチョウ 3 フナ 2

ケムシ 3 その他魚類 4
アゲハチョウ 2 爬虫類 32

ミツバチ 2 ヘビ 19

蚊 2 トカゲ 8
その他昆虫 11 ヤモリ 3

鳥類 117 アオダイショウ 2
スズメ 41 哺乳類 18

ツバメ 14 コウモリ 4

ウグイス 12 モグラ 3
カラス 7 ネズミ 3

オナガ鳥 5 ハクビシン 3
鳥 5 その他哺乳類 5

ハト 4 その他 10

ヒグラシ 3 カタツムリ 8
メジロ 3 ミミズ 2

523合計

40.7%

32.8%

24.4%

2.0%

0% 20% 40% 60%

以前よりも生き物が減ったと思う

よくわからない

あまり変わらないと思う

以前よりも多くなった

［n=405］

（３）生息する生き物が増減している印象（単回答）

生息する生き物が減少している印象については、「以前よりも生物が減った」が 40.7％あ

り、生きものが少なくなっていると感じている意見が多かった。しかし、「よくわからない」

が 32.8％ある。

年齢別でみると、高齢になるほど「以前よりも生物が減った」との回答が多くなってい

る。

地域別でみると、第 8 地域で「以前よりも生物が減った」が最も多く、第 3 地域で「以

前よりも生物が減った」が最も少なくなっている。

（４）昔より減少したと感じる生き物（記述）

府中市において以前より少なくなった、見られなくなったと感じる生き物としては、ト

ンボやセミ、チョウ、カブトムシなどの昆虫類が多くあげられた。また、スズメ、ツバメ

などの鳥類が多くあげられているほか、カエルやザリガニなど水辺に棲む生物をあげる声

も多い。

総じて、田んぼや畑などのある人里にみられる生物が多くあげられている。
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59.8%

59.0%

52.1%

47.4%

45.9%

37.5%

36.5%

35.3%

34.3%

33.3%

30.6%

30.4%

29.9%

29.6%

28.4%

26.9%

26.2%

25.4%

25.2%

24.9%

23.5%

23.2%

22.0%

21.7%

20.5%

20.2%

18.0%

17.0%

15.1%

14.6%

14.3%

14.1%

13.8%

12.6%

8.9%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80%

安全な道路交通の推進

自然エネルギーの利用促進

公園・緑地などの保全と活用

防災対策とまちづくり

再使用とリサイクルの推進

散乱ごみ対策の強化

放射性物質への対策

歩道空間の利用促進

緑化の推進

ごみの適正処理

騒音・振動の防止

自動車の排出ガスによる大気汚染の防止

ごみの発生抑制

水質汚濁の防止

水辺環境の保全と活用

地下水汚染の防止

高効率なエネルギーの利用推進

生態系の保全

エネルギー消費量の削減

歴史的・文化的環境の保全・整備

公園などの整備と活用

景観の保全・整備

土壌汚染の防止

内分泌かく乱化学物質

ダイオキシン類

適切な土地利用の推進

悪臭の防止

節水対策の推進

工場などの事業所の排出ガスによる大気汚染の防止

電磁波への対策

地盤沈下の防止

地下水のかん養地表の水

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）への対策

事業系ごみの減量

その他

光害への対策

［n=3993］

（５）特に改善や継続的な対策が必要であると思う課題（複数回答）

特に改善や継続的な対策が必要であると思う課題については、「安全な道路交通の促進」

が 59.8％あり、次いで、「自然エネルギーの利用促進」が 59.0％、「公園緑地などの保全と

活用」が 52.1％となっている。
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（６）「効果があった」と思う施策（複数回答）

効果があったと思う重点施策については、「府中市のランドマーク「馬場大門けやき並

木」や「大国魂神社」などの歴史的景観を保全する」が 76.2％、「多摩川や湧水、崖線や

浅間山などからなる「水と緑のネットワーク」を守り、育てる」が 36.0％、「歩きやすく、

自転車に乗りやすいまちづくりを進める」が 31.0％の比率が高くなっている。

性別にみると、男女とも「府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神

社」などの歴史的景観を保全する」の比率が高くなっているが、女性の方が男性よりも効

果があった」と思う施策との回答が多くなっている。

年齢別でも、全体的に「府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」

などの歴史的景観を保全する」の回答が多いが、比較的若い世代ほど「効果があった」と

思う施策との回答が多くなっている。

地域別では、「府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」などの

歴史的景観を保全する」は、第 2 地域、第 5 地域での比率が高くなっている。

76.2%

36.0%

31.0%

28.0%

19.4%

21.1%

10.2%

9.1%

6.6%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」

などの歴史的景観を保全する

多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネットワー

ク」を守り、育てる

歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める

10年間でごみの50パーセント削減を目指す

農地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める

校庭の芝生化（草地化）などを進めるとともに、学校のエコスクー

ル化100％を目指す

市民や事業者、大学などの教育研究機関と行政とのパートナー

シップを築く

すべての市民が自然とふれあい、環境学習に取り組む仕組みを

つくる

自然エネルギーの利用や省エネルギーを推進し、二酸化炭素排

出量の削減に努める

ダイオキシン類など、有害化学物質対策を推進する

［n=876］
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（７）「今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要」と思う施策（複数回答）

「今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要」と思う施策については、「歩き

やすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める」が 79.4％となっており、約 8割の回答

が要望している施策であると推測できる。

属性別でみると、男女とも「歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める」回

答が高くなっている。

年齢別では、高齢になるほど「多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネ

ットワーク」を守り、育てる」の比率が高く、比較的若い世代ほど「府中市のランドマー

ク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」などの歴史的景観を保全する」の比率が高く

なっている。

地域別では、「府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」などの

歴史的景観を保全する」は、第 4 地域、第 7 地域での比率が高くなっている。

（８）継続が必要と思う重点施策の理由（記述）

継続が必要と思う施策の理由は、437 回答（重複含む）寄せられ、「歩きやすく、自転

車に乗りやすいまちづくりを進めます。」の回答が 165 件、次いで、「多摩川や湧水、崖

線や浅間山などからなる「水と緑のネットワーク」を守り、育てます。」の回答が 50 件、

「10 年間でごみの 50 パーセント削減を目指します。」の回答が 50 件あった。

79.4%

49.0%

45.0%

44.5%

43.5%

36.7%

31.7%

27.1%

28.1%

22.6%

0% 20% 40% 60% 80%

歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める

多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネットワー

ク」を守り、育てる

自然エネルギーの利用や省エネルギーを推進し、二酸化炭素

排出量の削減に努める

府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」

などの歴史的景観を保全する

10年間でごみの50パーセント削減を目指す

農地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める

ダイオキシン類など、有害化学物質対策を推進する

校庭の芝生化（草地化）などを進めるとともに、学校のエコス

クール化100％を目指す

市民や事業者、大学などの教育研究機関と行政とのパートナー

シップを築く

すべての市民が自然とふれあい、環境学習に取り組む仕組み

をつくる

［n=1622］
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4.0%

2.5%

0.3%

4.1%

14.4%

3.0%

4.2%

50.8%

40.8%

22.0%

52.2%

44.3%

43.0%

38.6%

42.6%

46.3%

59.9%

34.5%

31.5%

39.4%

44.4%

2.7%

10.4%

17.8%

9.2%

9.8%

14.6%

12.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①太陽光発電［n=376］

②太陽熱利用［n=365］

③小型風力発電［n=354］

④クリーンエネルギー自動車［n=368］

⑤高効率給湯器（エコキュート、エコジョーズ

など）［n=368］

⑥燃料電池（エネファームなど）［n=363］

⑦雨水貯留タンク・雨水浸透枡［n=360］

設置・利用している 今後は設置・利用したいと思う

今後も設置・利用の意思はない どういったものかわからない

３．環境に配慮した行動の実践状況について

（１）省エネルギー機器の設置・利用状況もしくは、設置意思（単回答）

省エネルギー機器の設置・利用状況もしくは、設置意思については、高効率給湯器につ

いて、設置利用している（14.4％）が最も多く、設置・利用しているもしくは、今後は設

置・利用したいと思うとの回答で、過半数を上回った回答は、高効率給湯器（58.7％）と

の回答が最も多く、次いで、クリーンエネルギー自動車（56.3％）、太陽光発電（54.8％）

との回答が続いている。

（２）日頃心掛けているエコライフ（環境に配慮した生活）の行動（単回答）

日頃心掛けているエコライフ（環境に配慮した生活）の行動について、「実施している」

回答の上位は、資源になるようなものはできるだけ分別してリサイクル化に努めている

（80.6％）の回答が最も多く、次いで、こまめに消灯している（79.9％）、近くへは徒歩

や自転車で移動している（78.6％）の回答が続いている。また、「実践している」と「時々

実践している」の加算した回答の上位は、資源になるようなものはできるだけ分別してリ

サイクル化に努めている（97.8％）の回答が最も多く、次いで、こまめに消灯している

（96.5％）、近くへは徒歩や自転車で移動している（95.0％）、買い物をする時はマイバ

ッグを持参したり、「詰め替え商品」を購入するなど、ごみになるようなものはできるだ

け買わないように努めている（92.7％）、テレビをつけっぱなしにしない（90.6％）の回

答が続いている。



11

46.2%

52.0%

79.9%

69.8%

51.1%

40.4%

36.8%

19.5%

37.0%

78.6%

54.4%

55.5%

18.3%

31.7%

37.9%

32.4%

15.9%

12.3%

57.8%

80.6%

4.0%

2.4%

33.2%

20.2%

16.6%

20.8%

14.8%

29.5%

14.5%

34.5%

16.3%

16.4%

25.9%

26.1%

16.2%

30.1%

35.4%

23.4%

17.8%

9.5%

34.9%

17.2%

9.9%

10.0%

16.5%

22.6%

3.2%

8.4%

20.6%

20.9%

21.5%

24.9%

19.3%

3.5%

17.3%

10.6%

26.4%

23.1%

18.5%

20.2%

27.9%

22.3%

6.2%

2.2%

28.2%

25.7%

4.1%

5.2%

0.3%

1.1%

13.5%

9.2%

27.2%

21.1%

27.4%

1.6%

2.4%

7.9%

39.1%

15.1%

8.2%

24.0%

38.4%

55.9%

1.1%

57.8%

61.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①エアコンの温度設定を夏場は28℃、冬場は20℃に設定している

［n=403］

②冷蔵庫の温度設定は、夏場は「中」に、冬場は「弱」に設定している

［n=399］

③こまめに消灯している［n=407］

④テレビをつけっぱなしにしない［n=404］

⑤テレビを省エネモードに設定している［n=397］

⑥電化製品の主電源を切る。またはコンセントからプラグを抜いている

［n=402］

⑦夏はグリーンカーテン、または「すだれ」などで窓からの日差しを和らげ

ている［n=405］

⑧野菜などの下ごしらえに電子レンジを利用している［n=397］

⑨お風呂の残り湯などを利用して洗濯や「打ち水」に使っている［n=401］

⑩近くへは徒歩や自転車で移動している［n=406］

⑪外出する時はマイカーはできるだけ使わず、公共交通機関や自転車を

利用している［n=404］

⑫車に乗る場合は、急発進、急加速をしない運転、アイドリングストップ

（エコドライブ）をしている［n=361］

⑬「環境家計簿」をつけるなどして、電気やガスなどの節約に努めている

［n=404］

⑭白熱電球をＬＥＤ照明に取り替えるなど省エネ商品の使用や購入に努

めている［n=404］

⑮お風呂は、入浴時間を空けないようにしている［n=400］

⑯庭やベランダなどの緑化に心掛けている［n=399］

⑰雨水の地下浸透や節水に努めている［n=398］

⑱「生ごみ」の堆肥化や「生ごみ処理機」を使用するなどごみの減量に

努めている［n=400］

⑲買い物をする時はﾏｲﾊﾞｯｸﾞを持参したり、「詰め替え商品」を購入するな

ど、ごみになるようなものはできるだけ買わないように努めている［n=405］

⑳資源になるようなものはできるだけ分別してリサイクル化に努めている

［n=405］

㉑自然観察会や野外環境学習会に参加するなど自然と触れ合うように

努めている［n=405］

㉒環境に関するイベントや地域活動に参加している［n=402］

実施している 時々実施している

あまり実施していない 全く実施していない
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46.4%

31.0%

20.6%

2.0%

0% 20% 40% 60%

活動内容によっては参加してみたい

参加したいとは思わない

時間や都合があえば参加してみたい

ぜひ参加してみたい

［n=403］

62.7%

15.1%

11.9%

6.3%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

多忙であり、時間がとれないから

興味がないから

体力的に無理だと思うから

その他

市民よりも行政や企業が解決すべき

問題であると思うから

［n=126］

４．環境づくりへの参加について

（１）市民の自主的な環境づくり活動への参加意欲（単回答）

市民の自主的な環境づくりへの参加については、「ぜひ参加してみたい」は 2.0％と非常

に少なくなっている。ただし、「活動内容によっては参加してみたい」が 46.4％、「時間や

都合があえば参加してみたい」が 20.6％と、何らかの参加意向を示す層は約７割あり、多

くの市民が環境づくり活動への興味は持っているものと考えられる。

属性別でみると、性別では、女性において「活動内容によっては参加してみたい」の比

率がやや高く、男性において「時間や都合があえば参加してみたい」の比率がやや高くな

っている。

年齢別では、「ぜひ参加したい」は 70 歳代以上が高く、「時間や都合があえば参加してみ

たい」は 60 歳代が高くなっている。

地区別では、第 5 地域で「参加したいとは思わない」が高くなっている。

（２）市民の自主的な環境づくりに参加したくない理由（単回答）

参加したいとは思わない理由としては、「多忙であり、時間がとれないから」が 62.7％
と最も多く、次いで「興味がないから」が 15.1％となっている。

属性別にみると、男性において「多忙であり、時間がとれないから」の比率が高く、女

性において「体力的に無理だと思うから」の比率が高くなっている。

年齢別では、「興味がないから」は 30 歳代の比率が高く、「多忙であり、時間がとれない

から」は 20 歳代、50 歳代の比率が高なっている、70 歳代以上では「体力的に無理だと思

うから」の比率が高くなっている。
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19.0%

11.6%

7.9%

7.0%

6.4%

4.5%

1.7%

0% 5% 10% 15% 20%

環境保全活動を実践しているグループや市民ボランティ

アなどの活動に協力する

様々な主体が主催する、地域などにおける環境保全活

動に参加する

環境保全活動センターを利用したり、同センターの運営

に協力する

行政の行う取り組みや環境保全施策に関する意見交換

会へ参加する

地域などにおける環境保全活動のリーダーや市民ボラン

ティアの育成に協力する

自治会やNPO法人等の環境学習会に参加する

その他

［n=975］

54.8%

27.6%

12.8%

4.3%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市民、事業者、行政の三者協力

行政が主体となり市民や事業者は協力する

市民や事業者が主体となり行政は支援する

環境を破壊している個人や事業者が責任を持つ

その他

［n=403］

（３）市民が環境づくりに参加するために、取り組むべき重点事項（複数回答・2 つまで）

市民が環境づくりに参加するために、取り組むべき重点事項については、「環境保全活動

を実践しているグループや市民ボランティアなどの活動に協力する」が 19.0％と最も多く、

次いで「様々な主体が主催する、地域などにおける環境保全活動に参加する」が 11.6％と

なっている。

属性別でみると、性別では、男女とも概ね同様な傾向となっている。

年齢別では、「環境保全活動を実践しているグループや市民ボランティアなどの活動に協

力する」は、50 歳代の比率が高く、「様々な主体が主催する、地域などにおける環境保全

活動に参加する」は、70 歳代以上の比率が高くなっている。

（４）望ましいと考える役割分担（単回答）

望ましいと考える役割分担としては、「市民、事業者、行政の三者協力」が 54.8％と特

に多く、次いで「行政が主体となり市民や事業者は協力する」が 27.6％となっている。市

民、事業者、行政の責任・協力が広く認識され、その先導役として行政の役割を期待する

声が多くなっている。

属性別でみると、性別では、男女とも同様な傾向であるが、「市民、事業者、行政の三者

協力」は女性の意見がやや多く、「市民や事業者が主体となり行政は協力する」は男性の意

見が多くなっている。

年齢別では、70 歳代以上の意見は少ないが、年齢層が高くなるほど「市民、事業者、行

政の三者協力」の比率が高くなっている。
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95.5%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らなかった

知っていた

［n=404］

56.3%

25.7%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

わからない

利用は考えていない

利用したい

［n=405］

79.9%

17.6%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知らない

名前は知っているが内容は知らない

名前も内容も知っている

［n=403］

（５）「府中市環境保全活動センター」についての認知度（単回答）

「府中市環境保全活動センター」についての認知度については、「知らなかった」が95.5％

と非常に比率が高くなっている。

属性別にみると、男女別では、男女ほとんど同様の結果であったが、年代別では、40 歳

代以上の年齢層のみ認知している状況であった。

（６）「府中市環境保全活動センター」を利用する意向（単回答）

「府中市環境保全活動センター」を利用したいかどうかの回答については、「わからな

い」56.3％、「利用は考えていない」25.7％と消極的な考え方の比率が高くなった。

属性別では、「利用したい」との意見は女性の比率が高く、「利用したくない」との意

見は男性の比率が高くなっている。

年代別では、70 歳代以上と 60 歳代で「利用したい」との比率が高く、30 歳代で「利用

したくない」との比率が高くなっている。

（７）「府中市環境基本条例（平成 11年制定）」の認知度（単回答）

府中市環境基本条例（平成 11 年制定）の認知状況については、「名前も内容も知ってい

る」は 2.5％であり、「名前も内容も知らない」が約 79.9％と認知度は非常に低くなってい

る。

属性別にみると、性別では、「名前も内容も知らない」は女性の比率が高く、「名前は知

っているが内容は知らない」は男性の比率が高くなっている。

年齢別では、高齢の世代ほど認知度が高くなる傾向にあるが、内容についての認知度は

ごくわずかとなっている。
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80.9%

16.6%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知らない

名前は知っているが内容は知らない

名前も内容も知っている
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（８）「府中市環境基本計画（平成 15年策定）」の認知度（単回答）

府中市環境基本計画（平成 15 年策定）の認知状況については、「名前も内容も知ってい

る」は 2.5％であり、「名前も内容も知らない」が約 80.9％と認知度は非常に低くなってい

る。

属性別にみると、性別では、「名前も内容も知らない」は女性の比率が高く、「名前は知

っているが内容は知らない」は男性の比率が高くなっている。

年齢別では、高齢の世代ほど認知度が高くなる傾向にあるが、内容についての認知度は

ごくわずかとなっている。

（９）自由回答（記述）

府中市の環境行政へのご要望や、あなたご自身のお考えをご自由にお聞かせください。

との問に、214 の意見や要望等が寄せられた。（重複含む）

お寄せ頂いた意見や要望について、10の項目で分類した。

No. 項目 回答数

1 開発（整備）と保全との自然との調和 、まちづくり・景観 36

2 河川・水路・道路・駐輪場・公園の整備 27

3 教育問題・環境教育、市民の自覚、ボランティア 13

4 自然環境の保全・農地の保全、環境の破壊 15

5 ゴミ問題、タバコのポイ捨て等のマナー、美化、犬の糞、カラス・毛虫等対策 39

6 環境への協働、環境美化 5

7 行政の対応について、行政への要望について 43

8 地球環境問題、循環型社会、再生可能エネルギー、リサイクル、循環型社会 9

9 交通問題（排気ガス・騒音、車問題、ちゅうバス） 12

10 その他（防犯・防災、福祉、放射能等） 15
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第 2章．事業者アンケート調査の結果

１．考察（調査結果の総括）

今回のアンケートの回答者については、一部大企業が含まれるものの、概ね中小企業が中

心となった。

事業所における環境への考え方について、大半の事業所において、重視しているもしくは、

どちらかと言えば重視している状況にある事が確認された。しかしながら、環境に配慮した

取り組みを実施する上での問題点については、手間や時間がかかる、費用がかかるといった、

資金の確保や、直接的な利益と相反する点を課題としてあげる事業所が多く、例えば環境ビ

ジネスの展開など、収益のバランスがとれる事につながる環境保全行動の促進や、環境優先

の意識の向上が図れるような環境づくりなど、事業者が積極的に、無理なく環境保全に取り

組める仕組み作りが求められている。

廃棄物の処理状況について、7 割の事業者で「分別を徹底したり、極力リサイクルに回す

など、廃棄物の量を減らす努力をしている」との回答があった。これは、身近なところから

できる取り組みやすい項目という面と、廃棄物の処理に係る経費の削減という面から、積極

的に取り組んでいる項目として上げられたのではないかと考えられる。ただし、実施するう

えでの問題点としては、「手間や時間がかかる」「費用がかかる」との回答が多く、やはり、

資金的な課題や、収益とのバランスを、取り組みが進まない理由として挙げていることがわ

かる。

事業所で実施している環境保全対策については、「不必要な照明を消したり、冷暖房などの

省エネ運転などを行なっている」「事業所で使用する用紙などに再生紙を使用している」「簡

易包装や梱包材の再利用による包装材廃棄物の減量化」との回答が上位であり、どちらかと

いうとオフィスにおける職員の身近な取り組みが可能な項目の実践が多く見られた。

環境マネジメントシステムの対応については、「関心が無い」との回答が約７割と多く、現

時点では、環境マネジメントシステムの導入を視野にいれた企業活動の実践状況は、未だ比

較的大きな企業に留まっていることがわかる。大企業については、すでに環境マネジメント

システムを取得されている事が考えられる中、今後は、中小企業に対しての普及を促進して

いくことが求められる。

環境保全に対する企業の役割の考え方については、「事業活動に伴う環境への影響（排ガス

や排水、廃棄物）を可能な限り低減させる」との回答が多く、事業行為に伴う環境への負荷

については、自己責任に基づき対応したいとの認識があると考えられる。

環境保全対策を推進していくに当たっての障害では、「対策を行なうための資金不足や環境

問題の現状や、具体的対策に関する情報がない」との回答が多く、資金面における仕組みの

構築や、より充実した環境情報の提供が求められる。

環境づくりへの参加については、「環境づくり活動と経営内容が合致すれば参加してみたい」

「資金負担が生じるのでなければ参加してみたい」との回答が多く、参加するための理由付

けや条件が合致できれば、参加者が多く望める可能性があると考えられる。

事業者の自主的な環境づくりに参加したくない理由としては、「協力できる人員や資金が確

保できない」「経営内容と無関係である」との回答が多く、事業活動に何らか有益に結びつく

環境を提供していきながら、参加事業者を増やしていく事が求められる。
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役割分担の考え方については、「市民、事業者、行政の三者協力」を考えている事業者が多

く、協働の意識は備わっているものと推測される。協働に事業者が参画しやすい仕組みや土

台作りが必要である。

府中市の特に改善や継続的な対策が必要であると思う課題、もしくは、今後も継続して重

点的な取り組みを行うことが必要と思う施策については、やはり、市民の意見と同じく、交

通に関連する課題について改善してほしいと望んでいる事業者が多い。

また、効果があったと考えられる施策については、市民と同様に、府中市のランドマーク

である「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」などの歴史的景観についての保全が多い。

今回のアンケート結果は、中小企業からの回答が多かったが、身近に実践が出来る環境保

全行動に取り組んではいるものの、設備投資がかかるもの、環境マネジメントシステムの導

入のなど、費用や人手がかる理由から実践状況や、実践の意向は少ない状況がわかった。

大企業については、市民、事業者、行政の三者の中でも、現在では地域の環境づくりの先

導的な役割を担っている状況にもある。しかしながら、中小企業が環境保全行動を実践して

いく事を展開していくにあたっての課題は多く、事業者間や、市民、事業者、行政の三者間

による様々な情報提供や情報交換を行いながら、どんな企業も無理なく実践できる行動を増

やしていく事が求められる。
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53.6%

37.0%

6.5%

2.9%

0% 20% 40% 60%

重視している

どちらかといえば重視している

あまり重視していない

重視していない

［ｎ＝138］

49.6%

46.6%

25.6%

14.3%

10.5%

9.0%

6.0%

5.3%

4.5%

3.8%

2.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

手間や時間がかかる

費用がかかる

特に問題はない

不用品などを引き取ってくれる業者が確保できない

環境問題の現状や具体的対応策に関する情報がない

当事業所には関係しない

実施方法がわからない

効率が上がらない、あるいは成果を期待できない

他の企業などと協力して対策を推進するための組織がない

対策の方法について、相談する機関や窓口がない

その他

社員の協力が得られない

［ｎ＝238］

２．事業所における環境問題への取り組み状況について

（１）環境への考え方についての経営方針（単回答）

環境への考え方についての経営方針については、重視している 53.6％、どちらかと言

えば重視している37.0％と環境への配慮を経営方針としている事業者が大半を占めてい

る。

（２）環境に配慮した取り組みを実施する上での問題点(複数回答）

環境に配慮した取り組みを実施する上での問題点については、手間や時間がかかる

（49.6％）が最も回答が多く、次いで、費用がかかる（46.6％）と続いているが、特に

問題はない（25.6％）との意見も寄せられている。
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71.5%

23.4%

5.1%
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分別を徹底したり極力リサイクルに回し、廃棄物の量を
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ほとんどの廃棄物は、ゴミとして処理している

その他
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73.0%
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市のごみ分別方法や法令に従って、分別または

リサイクルに出している

独自のリサイクルの体制を確立している、または既に

実施中

その他

独自のリサイクル方法を検討中

［ｎ＝137］

55.7%

43.5%

23.7%

9.2%

6.9%

4.6%

3.1%

0.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

手間や時間がかかる

費用がかかる

特に問題はない

引き取ってくれる業者が確保できない

効率が上がらない、あるいは成果を期待できない

実施方法がわからない

当事業所には関係しない

社員の協力が得られない

その他

［ｎ＝193］

（３）廃棄物の処理状況(単回答）

廃棄物の処理状況について、7 割の事業者で「分別を徹底したり、極力リサイクルに回し、

廃棄物の量を減らす努力をしている。」（71.5％）と回答している。

（４）リサイクルの実施状況（単回答）

リサイクル実施状況については、「市のごみ分別方法や法令にしたがって、分別または

リサイクルに出している」（73.0％）が約７割を占め、次いで、「独自のリサイクルの体

制を確立している、または既に実施中」（19.7％）「その他」（7.3％）が続いている。

（５）リサイクルを実施するうえでの問題点（複数回答）

リサイクルを実施するうえでの問題点としては、「手間や時間がかかる」（55.7％）が

過半数を占め、次いで、「費用がかかる」（43.5％）が続いている、しかし、「特に問題

はない」（23.7％）との意見もあった。
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92.4%

44.7%

34.1%

22.7%

17.4%

13.6%

9.8%

10.6%

9.8%

9.8%

6.8%

5.3%

5.3%

4.5%

3.8%

3.0%

3.0%

1.5%

0.8%

0.0%

1.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不必要な照明を消灯、冷暖房等の省エネ運転

再生紙の使用

簡易包装や梱包材の再利用による包装材廃棄物の

減量化

低公害車の導入

リサイクルを考慮した製品設計やリサイクルしやすい

材料の使用

取り扱い商品・容器等の回収を実施

グリーン購入（環境物品等の調達）の実施

事業所内の緑化

温室効果ガスの排出削減等の地球温暖化防止対策

排ガスや排水の処理施設を整備し管理体制を確立

消費者等に対し、環境に関わる情報の提供

ＩＳＯ14000シリーズの取得や、環境マネジメントシステム

の運用

環境保全に関する従業員研修の実施

その他

排水の再利用システムなどの節水対策を強化

環境問題を専門的に担当する部門や組織の設置

太陽光発電システム等のクリーンエネルギー機器の設置

環境顕彰や環境保全ガイドラインを制定

開発途上国の公害防止への協力

環境保全活動に対する資金的援助

地域の環境保全活動に企業として参加、協力

環境会計を導入

［ｎ＝528］

（６）事業所で実施している環境保全対策（複数回答）

現在、事業所で実施している環境保全対策としては、「不必要な照明を消灯、冷暖房等

の省エネ運転」（92.4％）「再生紙の使用」（44.7％）「簡易包装や梱包材の再利用によ

る包装材廃棄物の減量化」（34.1％）が回答の上位となっており、取り組みやすい環境対

策が上位を占めている。
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70.3%

40.5%

35.1%

26.1%

18.0%

11.7%

9.9%

10.8%

9.9%

8.1%

8.1%

7.2%

3.6%

4.5%

3.6%

2.7%

2.7%

1.8%

2.7%

2.7%

0.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

不必要な照明を消灯、冷暖房等の省エネ運転

簡易包装や梱包材の再利用による包装材廃棄物の

減量化

再生紙の使用

低公害車の導入

リサイクルを考慮した製品設計やリサイクルしやすい

材料の使用

事業所内の緑化

取り扱い商品・容器等の回収を実施

グリーン購入（環境物品等の調達）の実施

温室効果ガスの排出削減等の地球温暖化防止対策

消費者等に対し、環境に関わる情報の提供

地域の環境保全活動に企業として参加、協力

太陽光発電システム等のクリーンエネルギー機器の設置

環境保全活動に対する資金的援助

環境保全に関する従業員研修の実施

排ガスや排水の処理施設などの整備を予定

排水の再利用システムなどの節水対策を強化

その他

環境顕彰や環境保全ガイドラインを制定

環境問題を専門的に担当する部門や組織の設置

ＩＳＯ14000シリーズの取得や、環境マネジメントシステム

の運用

開発途上国の公害防止への協力

環境会計を導入

［ｎ＝312］

（７）事業所で予定している環境保全対策（複数回答）

今後、事業所で予定している環境保全対策についても、同様に、「不必要な照明を消灯、

冷暖房等の省エネ運転」（70.3％）「簡易包装や梱包材の再利用による包装材廃棄物の減量

化」（40.5％）、「再生紙の使用」（35.1％）との回答が多く寄せられ、（６）事業所で実施し

ている環境保全対策の回答とほぼ同じ内容の回答となった。オフィスにおける省エネ行動

を中心に、身近に対応が可能なところからの取り組みを進めていくことが考えられる。
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9.4%
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ＩＳＯ規格に基づくシステムを構築した（構築する予定

である）が、認証を取得するつもりはない

今後認証を取得する予定である

ＩＳＯ規格以外に、環境マネジメントシステムを構築した

（構築する予定である）
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22.3%

13.1%

10.0%

3.8%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80%

事業活動に伴う環境への影響（排ガスや排水、

廃棄物）を可能な限り低減させる

国や地方自治体の環境保全の施策に協力する

企業も地域の一員として、地域の環境保全活動へ

参加、協力する

収益の範囲内で、環境保全対策を積極的に進める

環境にやさしい商品等を製造・販売することで、

消費者の行動を環境保全型へと誘導する

自らが製造・販売した商品等については、最終的

に廃棄されるまで責任を持つ

環境に関わる情報などを積極的に公開、提供する

開発途上国における公害問題など、国際的な環境

保全に協力する

その他

［ｎ＝276］

（８）環境マネジメントシステムの（国際規格 ISO14001 規格の認証）対応状況（単回答）

環境マネジメントシステムの対応状況については、「ISO 規格に関心が無い」（67.0％）

との意見が、大半を占めているが、「ISO 規格に基づくシステムを構築した（構築する予定

である）が、認証を取得するつもりはない」（10.4％）「今後認証を取得する予定である」

（9.4％）「ISO 規格以外に、環境マネジメントシステムを構築した（構築する予定である）」

（7.5％）「全社（全事業所）において既に認証を取得した」（2.8％）「一部の事業所で

認証を取得した」（2.8％）と、33％の事業所が環境マネジメントシステムに取り組んでい

る（取り組む予定）事が確認できる。

３．事業所における環境保全に対する考え方について

（１）環境保全に対する企業の役割の考え方（複数回答）

環境保全に対する企業の役割の考え方については、「事業活動に伴う環境への影響（排

ガスや排水、廃棄物）を可能な限り低減させる」（62.3％）と回答した事業者が最も多く、

「国や地方自治体の環境保全の施策に協力する」（39.2％）「企業も地域の一員として、

地域の環境保全活動へ参加、協力する」（30.8％）と続いている。
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43.0%

38.0%

28.1%

11.6%

8.3%

5.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

対策を行なうための資金が不足している

環境問題の現状や具体的対応策に関する情報がない

特に障害はない

対策の方法について、相談する機関や窓口がない

他の企業などと協力して対策を推進するための組織

がない

消費者の協力が得られない

その他

［ｎ＝164］

38.4%

29.6%

25.6%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境づくり活動と経営内容が合致すれば参加してみたい

資金負担が生じるのでなければ参加してみたい

参加したいとは思わない

ぜひ参加してみたい

［ｎ＝125］

（２）環境保全対策を推進していくに当たっての障害（複数回答・2 つまで）

環境保全対策を推進していくに当たっての障害については、「対策を行なうための資金

が不足している」（43.0％）との回答が最も多く、次いで、「環境問題の現状や具体的対

策に関する情報がない」（38.0％）「特に障害はない」（28.1％）との回答が多かった。

４．市民・事業者・行政の連携による環境づくりへの参加について

（１）市民・事業者の連携による自主的な環境づくり活動への参加意欲（単回答）

市民・事業者の連携による自主的な環境づくり活動への参加意欲については、「環境づ

くり活動と経営内容が合致すれば参加してみたい」（38.4％）「資金負担が生じるのでな

ければ参加してみたい」（29.6％）「参加したいとは思わない」（25.6％）、との意見に

分かれた。
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38.1%

25.7%

25.7%

21.0%

17.1%

13.3%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40%

事業所は、環境保全活動を実践しているグループや

市民ボランティアなどの活動に協力する

事業所は、環境保全活動センターを利用したり、

同センターの運営に協力する

事業所は、様々な主体が主催する、地域などにおける

環境保全活動に参加する

事業所は、行政の行う取り組みや環境保全施策に関する

意見交換会へ参加する

事業所は、地域などにおける環境保全活動のリーダー

や市民ボランティアの育成に協力する

事業所は、自治会やNPO法人等の環境学習会に

参加する

その他

［ｎ＝155］

（２）事業者の自主的な環境づくりに参加したくない理由（単回答）

環境づくり活動へ参加したくない理由として、「協力できる人員や資金が確保できない

から」（40.5％）との回答が最も多く、次いで、「経営内容と無関係であるから」（33.3％）

「事業者よりも行政や市民が解決すべき問題であると思うから」（11.9％）との回答が続

いている。

（３）環境づくりに参加するための重点事項（複数回答・２つまで）

環境づくりに参加するための重点事項については、「事業所は、環境保全活動を実践して

いるグループや市民ボランティアなどの活動に協力する」（38.1%）の回答が最も多く、次

いで、「事業所は、環境保全活動センターを利用したり、同センターの運営に協力する」

（25.7％）「事業所は、様々主体が主催する、地域などにおける環境保全活動に参加する」

（25.7％）「事業所は、行政の行う取り組みや環境保全施策に関する意見交換会へ参加する」

（21.0％）との回答が続いている。

40.5%

33.3%

11.9%

9.5%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

協力できる人員や資金が確保できないから

経営内容と無関係であるから

事業者よりも行政や市民が解決すべき問題であると

思うから

その他

協力しても収益にはつながらないから

［ｎ＝42］
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43.3%

36.2%

8.7%

11.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市民、事業者、行政がそれぞれの責任を果たすと

とともに、三者が協力しながら環境を守り、育てる

行政が主体となって環境を守るための仕事をし、

市民や事業者は協力する

環境を破壊している個人や事業者が責任を持って

環境を守る

市民や事業者が主体となって環境を守るための活動を

行い、行政はその支援をする

その他

［ｎ＝127］

（４）役割分担の考え方（単回答）

役割分担の考え方については、「市民、事業者、行政がそれぞれの責任を果たすととと

もに、三者が協力しながら環境を守り育てる」（43.3％）との回答が最も多く、次いで、「行

政が主体となって環境を守るための仕事をし、市民や事業者は協力する」（36.2％）とな

り、事業者による考え方が二分する回答となっている。
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59.4%

47.4%

45.9%

36.8%

38.3%

37.6%

36.8%

33.8%

30.1%

30.1%

27.8%

27.8%

25.6%

28.6%

26.3%

26.3%

27.1%

23.3%

24.8%

22.6%

22.6%

20.3%

18.8%

18.8%

19.5%

18.0%

16.5%

14.3%

13.5%

13.5%

15.0%

12.0%

12.8%

11.3%

8.3%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

安全な道路交通の推進

自然エネルギーの利用促進

公園・緑地などの保全と活用

再使用とリサイクルの推進

防災対策とまちづくり

ごみの発生抑制

水辺環境の保全と活用

生態系の保全

緑化の推進

ごみの適正処理

散乱ごみ対策の強化

水質汚濁の防止

景観の保全・整備

歴史的・文化的環境の保全・整備

エネルギー消費量の削減

歩道空間の利用促進

騒音・振動の防止

地下水汚染の防止

自動車の排出ガスによる大気汚染の防止

放射性物質への対策

土壌汚染の防止

公園などの整備と活用

節水対策の推進

事業系ごみの減量

適切な土地利用の推進

高効率なエネルギーの利用推進

悪臭の防止

ダイオキシン類への対策

工場などの事業所からの大気汚染の防止

地盤沈下の防止

内分泌かく乱化学物質への対応

電磁波への対策

地下水のかん養地表の水

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）への対策

光害への対策

その他

［ｎ＝1192］

５．府中市の環境の現状や課題について

（１）特に改善や継続的な対策が必要と考える環境課題（複数回答）

特に改善や継続的な対策が必要と考える環境課題については、「安全な道路交通の推進」

（59.4％）との回答が最も多く、次いで、「自然エネルギーの利用促進」（47.4％）「公

園緑地などの保全と活用」（45.9％）の回答が続いている。
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62.4%

46.4%

38.4%

29.6%

20.0%

18.4%

12.0%

9.6%

7.2%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80%

府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂

神社」などの歴史的景観を保全する

多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネッ

トワーク」を守り、育てる

10年間でごみの50パーセント削減を目指す

歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める

農地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める

校庭の芝生化（草地化）などを進めるとともに、学校の

エコスクール化100％を目指す

自然エネルギーの利用や省エネルギーを推進し、

二酸化炭素排出量の削減に努める

ダイオキシン類など、有害化学物質対策を推進する

すべての市民が自然とふれあい、環境学習に取り組む

仕組みをつくる

市民や事業者、大学などの教育研究機関と行政との

パートナーシップを築く

［ｎ＝311］

（２）効果があったと考える環境施策の内容（複数回答）

効果があったと思う重点施策の内容については、「府中市のランドマーク「馬場大門け

やき並木」や「大国魂神社」などの歴史的景観を保全する」（62.4％）との回答が最も多く、

次いで、「多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネットワーク」を守り、

育てる」（46.4％）、「10 年間でごみ 50 パーセント削減を目指す」（38.4％）の回答が

続いている。

（３）今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要と考える環境施策（複数回答）

今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要と考える施策については、「歩きや

すく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める」（69.8％）との回答が最も多く、次いで、

「多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネットワーク」を守り、育てる」

（50.4％）「府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」などの歴史

的景観を保全する」（46.5％）の回答が続いている。「歩きやすく、自転車に乗りやすい

まちづくりを進める」については、市民アンケートについても、継続して取り組みを行っ

てほしい重点施策の最上位になっており、市民・事業者とも道路環境の整備が重要と考え

られていると推測できる。
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69.8%

50.4%

46.5%

43.4%

33.3%

31.0%

24.0%

21.7%

20.2%

14.0%

0% 20% 40% 60% 80%

歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める

多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネッ

トワーク」を守り、育てる

府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂

神社」などの歴史的景観を保全する

10年間でごみの50パーセント削減を目指す

自然エネルギーの利用や省エネルギーを推進し、

二酸化炭素排出量の削減に努める

農地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める

校庭の芝生化（草地化）などを進めるとともに、学校の

エコスクール化100％を目指す

ダイオキシン類など、有害化学物質対策を推進する

すべての市民が自然とふれあい、環境学習に取り組む

仕組みをつくる

市民や事業者、大学などの教育研究機関と行政との

パートナーシップを築く

［ｎ＝457］

（４）継続が必要と思う重点施策の理由（記述）

継続が必要と思う施策の理由は、78 回答（重複含む）寄せられ、「歩きやすく、自転車

に乗りやすいまちづくりを進めます。」の回答が 32件、次いで、「農地を保全し、農業と

調和のとれたまちづくりを進めます。」の回答が 10 件、「10 年間でごみの 50 パーセント

削減を目指します。」の回答が９件あった。

（５）自由意見（記述）

府中市の環境行政へのご要望や、貴事業所のお考えをご自由にお聞かせください。との

問に、27 の意見や要望等が寄せられた。（重複含む）

お寄せ頂いた意見や要望について、8項目で分類した。

No. 項目 回答数

1 開発（整備）と保全との自然との調和 、まちづくり・景観 5

2 道路・公園の整備 2

3 ゴミ問題、タバコのポイ捨て、美化、ペットの糞 9

4 環境への協働、環境美化 2

5 行政の対応について、行政への要望について 3

6 地球環境問題、循環型社会、再生可能エネルギー、リサイクル、循環型社会 3

7 交通問題（排気ガス・騒音、車問題、自転車） 2

8 その他（防犯・防災、福祉、放射能等） 1
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第 3章．農業従事者アンケート調査の結果

１．考察（調査結果の総括）

農作物の用途として、自分の家での利用および直売所での販売や地元スーパーでの販売、

給食へ提供など身近な地域への出荷がメインであり、市外への出荷は少ない。保有する農地

については、生産緑地では、平均で 6.1 反歩、生産緑地以外の農地については、平均で 1.4
反歩の農地を保有していることが分かった。また、畑の保有地種別が多いが、水田やその他

の回答もあった。

将来、農業を続けていきたい意向については、全ての回答者が今後も農業を継続していき

たい意向であり、後継者も 72.7％は農業後継者がいるとの回答であった。

農地と環境保全の関わりについて、意欲的に取り組んでいる内容では、「地元での農作物の

販売に協力している」「学校での子どもの農業体験に協力している」との回答が多く、農業が

地域に密着していることがうかがえる。また、農地や農業が自然を豊かにしているのか、ま

たは、「地産地消」の取り組みが省エネに役立っているのかとの考えについては、全ての回答

者が、「自然を豊かにしている」「省エネに役立っている」という考えを持っており、今後、

農地を保全する施策として、地域との密着も重要であることから、さらなる農地保全の施策

の推進が望まれる。

環境づくり活動へ参加については、「環境づくり活動と経営内容が合致すれば参加してみた

い」と考えており、役割分担の考え方については、「市民、事業者、行政の三者協力」を考え

ている農業従事者が多く、協働の意識は備わっているものと推測される。協働に農業従事者

が参画しやすい仕組みや土台作りが必要である。

特に改善や継続的な対策が必要と考える府中市の環境課題については、再使用とリサイク

ルの推進とともに、公園や緑の保全や、景観の保全・整備に関心が高く、また、効果があっ

たと思う施策および、今後も継続して取り組むことが必要と考えている施策については、農

地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進めるとの意見が多く、農地保全の施策の展

開が求められている。

自由回答については、主に相続税の問題や将来の農地の存続について不安を持っている農

業従事者が多いことが分かった。
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35.7%

21.4%

21.4%

14.3%

7.1%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

直売所で販売

自分の家での利用

給食へ提供

地元スーパーで販売

概ね都内の府中市外へ出荷して販売

県外へ出荷して販売

その他

［n=14］
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6.1
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Ａ
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Ｄ

Ｅ

Ｆ
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Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ
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生産緑地

水田 畑 その他 平均

（反歩）（回答者No）

1.0

2.8
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0.5

1.0

0.3
4.0

1.0

1.4

0 1 2 3 4 5

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｋ

平均

生産緑地以外の農地

水田 畑 その他 平均

（反歩）（回答者No）

２．農地の保有状況、耕作状況について

（１）農作物の用途（複数回答）

農作物の利用用途は、「直売所での販売」（35.7％）が最も多く、次いで、「自分の家

での利用」（21.4％）および「給食へ提供」（21.4％）が続いている。

（２）「生産緑地」および「生産緑地以外の農地」の保有状況、耕作状況

「生産緑地」および「生産緑地

以外の農地」の保有状況、耕作状

況について生産緑地については、

「すべてが自ら耕作している」と

の回答であり、保有地種別につい

ては、「畑」（１０件）が最も多

く、次いで、「水田」（４件）、

「その他」（２件）と続いている。

保有地面積は、平均で 6.1 反歩で

あった。

また、耕作状況について生産緑

地以外の農地については、「すべ

てが自ら耕作している」との回答

であり、保有地種別については、

「畑」（3 件）が最も多く、次い

で、「その他」（３件）、「水田」

（２件）と続いている。保有地面

積は、平均で 1.4 反歩であった。
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72.7%

18.2%

9.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今後も農地として維持したい

相続する人間に任せたい

営農を続けることは難しいが緑地として維持したい

宅地化していきたい

その他

［n=11］

72.7%

27.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業後継者がいる

農業後継者はいない

［n=11］

35.3%

14.7%

14.7%

14.7%

8.8%

8.8%

2.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

地元での農作物の販売に協力している

学校での子どもの農業体験に協力している

有機農業などの実践に努めている

農薬散布の回数、量を減らしている

市民の農業体験など市民が農業にふれる機会の

確保に協力している

援農ボランティアを受け入れている

特になし

その他

［n=34］

（３）将来の農業継続の意向（単回答）

将来の農業継続の意向については、「今後も農地として維持したい」（72.7％）が最も

多く、「相続する人間に任せたい」（18.2％）「営農を続けることは難しいが緑地として

維持したい」（9.1％）が続いている。また、「宅地化していきたい」との回答は無かった。

（４）農業後継者の有無（単回答）

農業後継者の有無については、

回答者の 72.7％は「農業後継者が

いる」、27.3％は「農業後継者が

いない」との回答であった。

３．農地と環境保全の関わりについて

（１）農業に関して意欲的に取り組んでいる内容（複数回答）

農業に関して意欲的に取り組んでいる内容については、「地元での農作物の販売に協力

している」（35.3％）が最も多く、次いで、「学校での子どもの農業体験に協力している」

（14.7％）、「有機農業などの実践に努めている」（14.7％）、「農薬散布の回数、量を

減らしている」（14.7％）が続いている。
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100.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊かにしていると思う

特に関係がないと思う

わらない

［n=12］

100.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役に立っていると思う

特に関係がないと思う

わらない

［n=12］

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境づくり活動と経営内容が合致すれば参加してみたい

ぜひ参加してみたい

資金負担が生じるのでなければ参加してみたい

全く参加したいとは思わない

［n=12］

（２）農地や農業が自然を豊かにしている自負（単回答）

農地や農業が自然を豊かにして

いる自負については、全ての回答

者が、「豊かにしていると思う」

と考えている。

（３）「地産地消」の取り組みが省エネに役立っているのかの考え（単回答）

「地産地消」の取り組みが省エネ

に役立っているのかの考えについて

は、全ての回答者が「役に立ってい

る」と考えている。

４．市民・事業者・行政の連携による環境づくりへの参加について

（１）市民・事業者の連携による自主的な環境づくり活動への参加意欲（単回答）

市民・事業者の連携による自主的な環境づくり活動への参加意欲については、全ての回答

者が「環境づくり活動と経営内容が合致すれば参加してみたい」と考えている。

（２）農業従事者が協働に参加したくない理由（単回答）

※.回答無し
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42.1%

21.1%

15.8%

15.8%

5.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における環境保全活動に参加する

市民や事業者、行政の環境保全行動や環境保全施策に

関する意見交換会へ参加する

地域などにおける環境保全活動のリーダーや市民ボラン

ティアの育成に協力する

環境保全活動を実践するグループや市民ボランティア

などの活動に協力する

環境保全活動センターを利用したり、運営に協力する

その他

［n=19］

83.3%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民、事業者、行政の三者協力

行政が主体となり市民や事業者は協力する

市民や事業者が主体となり行政は支援する

環境を破壊している個人や事業者が責任を持つ

その他

［n=12］

（３）農業従事者が環境づくりに参加するために、取り組むべき重点事項（複数回答・2つまで）

農業従事者が環境づくりに参加するために、取り組むべき重点事項については、「地域

における環境保全活動に参加する」（42.1％）が最も多く、次いで、「市民や事業者、行

政の環境保全行動や環境保全施策に関する意見交換会へ参加する」（21.1％）が続いてい

る。

（４）望ましいと考える役割分担の考え方（単回答）

望ましいと考える役割分担の考え方については、「市民、事業者、行政の三者協力」（83.3％）

が最も多く、次いで、「行政が主体となり市民や事業者は協力する」（8.3％）「市民や事

業者が主体となり行政は支援する」（8.3％）が続いている。
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81.8%

72.7%

63.6%

63.6%

54.5%

54.5%

45.5%

45.5%

45.5%

45.5%

36.4%

36.4%

36.4%

36.4%

36.4%

36.4%

36.4%

27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

27.3%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

再使用とリサイクルの推進

公園・緑地などの保全と活用

景観の保全・整備

地下水のかん養地表の水

緑化の推進

安全な道路交通の推進

水辺環境の保全と活用

防災対策とまちづくり

自動車の排出ガスによる大気汚染の防止

自然エネルギーの利用促進

生態系の保全

適切な土地利用の推進

歴史的・文化的環境の保全・整備

水質汚濁の防止

地下水汚染の防止

土壌汚染の防止

放射性物質への対策

公園などの整備と活用

散乱ごみ対策の強化

工場などの事業所の排出ガスによる大気…

悪臭の防止

内分泌かく乱化学物質

歩道空間の利用促進

騒音・振動の防止

地盤沈下の防止

光害への対策

電磁波への対策

エネルギー消費量の削減

高効率なエネルギーの利用推進

ごみの発生抑制

ごみの適正処理

その他

ダイオキシン類

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）への対策

節水対策の推進

事業系ごみの減量

［n=130］

５．府中市の環境の現状や課題について

（１）特に改善や継続的な対策が必要と考える環境課題（複数回答）

特に改善や継続的な対策が必要と考える環境課題については、「再使用とリサイクルの

推進」（81.8％）が最も多く、次いで、「公園・緑地などの保全と活用」（72.7％）、「景

観の保全・整備」（63.6％）「地下水のかん養地表の水」（63.6％）が続いている。
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75.0%

58.3%

50.0%

41.7%

25.0%

16.7%

16.7%

8.3%

8.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネット

ワーク」を守り、育てる

農地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める

府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」

などの歴史的景観を保全する

すべての市民が自然とふれあい、環境学習に取り組む仕組

みをつくる

歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める

校庭の芝生化（草地化）などを進めるとともに、学校のエコ

スクール化100％を目指す

市民や事業者、大学などの教育研究機関と行政とのパート

ナーシップを築く

10年間でごみの50パーセント削減を目指す

自然エネルギーの利用や省エネルギーを推進し、二酸化炭素

排出量の削減に努める

ダイオキシン類など、有害化学物質対策を推進する

［n=36］

90.9%

72.7%

45.5%

45.5%

45.5%

36.4%

27.3%

27.3%

9.1%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める

多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネット

ワーク」を守り、育てる

府中市のランドマーク「馬場大門けやき並木」や「大国魂神社」

などの歴史的景観を保全する

歩きやすく、自転車に乗りやすいまちづくりを進める

すべての市民が自然とふれあい、環境学習に取り組む仕組

みをつくる

市民や事業者、大学などの教育研究機関と行政とのパート

ナーシップを築く

自然エネルギーの利用や省エネルギーを推進し、二酸化炭素

排出量の削減に努める

校庭の芝生化（草地化）などを進めるとともに、学校のエコ

スクール化100％を目指す

ダイオキシン類など、有害化学物質対策を推進する

10年間でごみの50パーセント削減を目指す

［n=45］

（２）効果があったと考える環境施策の内容（複数回答）

効果があったと考える環境施策の内容については、「多摩川や湧水、崖線や浅間山などから

なる「水と緑のネットワーク」を守り、育てる」（75.0％）が最も多く、次いで「農地を保全

し、農業と調和のとれたまちづくりを進める」（58.3％）「府中市のランドマーク「馬場大門

けやき並木」や「大国魂神社」などの歴史的景観を保全する」（50.0％）が続いている。

（３）今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要と考える環境施策（複数回答）

今後も継続して重点的な取り組みを行うことが必要と考える環境施策については、「農

地を保全し、農業と調和のとれたまちづくりを進める」（90.9％）が最も多く、次いで、

「多摩川や湧水、崖線や浅間山などからなる「水と緑のネットワーク」を守り、育てる」

（72.7％）が続いている。
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（４）効果があったと考える環境施策の内容（記述）

効果があったと考える環境施策の内容についての質問であったが、回答は 5 件で、いず

れも都市化への危険や、災害時の農地の必要性の意見が多かった。

【寄せられた意見】

都市化が進み、緑地が減少し続ける中農地など大きな災害時には大きな役割を果たすと思います。

都市化が進展する中、緑地空間が必要

①今後とも強化し、守ってもらいたい。②まだ歩行者と自転車分離して、安全策を築いてほしい。⑦芝生化

は進めるべきだが、進んでいないし全面でなく一部の学校も予定している校庭は全面で行うべきである。⑩

今後とも努力し強化してほしい。

農地保全の必要性は、府中市農業振興プランで唱えられてきたが、一向に農地の減少に歯止めがかからない、

総面積の５％そこそこの貴重な農地を維持できないのが現実であり、この現実を転換する方策があったら示

してほしい。

都市空間において農地の役割が拡大するので

（５）自由回答（記述）

府中市の環境行政へのご要望や、貴事業所のお考えをご自由にお聞かせください。との

問いに、6 つの意見や要望等が寄せられた。

お寄せ頂いた意見や要望は、主に相続税の問題や、将来の農地の存続についての意見が

多かった。
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57.3%

35.0%

5.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

取り組んでいる

時々、取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

［ｎ＝103］

第 4章．小学生アンケート調査の結果

１．考察（調査結果の総括）

小学生アンケート調査は、府中市内の小学５年生に対して、ホームルーム時にアンケート

を実施しており、回答した児童は１０３人である。

いつも気をつけている環境にやさしい行動については、部屋の電気を使わない時は消して

いる、テレビをつけっぱなしにしない、ごみを捨てる場合は分別して捨てている、生き物や

緑などの自然を大事にしているとの質問に対して、「取り組んでいる」もしくは「時々、取り

組んでいる」との回答が９割以上を超えている。これらは身近であり、小学生でも手軽に取

り組めることから、回答が多かったと考えられる。

今の府中市の自然や環境をどう感じているかについては、約２割が「良い」と感じている

ものの、「いいところの方が多いと思うけど、少し悪いところもある」、「すごくいいと思う」

との回答が約７割と最も多く、子どもたちは、概ね府中の環境に満足しているものの、まち

の課題をしっかりと認識している子どもも多いことがわかった。

それらの理由については、自由回答欄の結果から、府中市は、緑や自然が多くて良い環境

と思っているが、タバコや空き缶、ゴミのポイ捨てがあるので、それを改善してほしいと思

っている児童が多いことがわかった。今後、緑や自然環境の保全について、施策の展開を図

るとともに、大人のポイ捨て等マナーの意識改善を図るなど、これらに対応した施策が必要

と考えられる。

今回のアンケート結果によると、身近に出来る環境行動については、すでに多くの子ども

が取り組んでいることが見られる。一方、子どもの目線で見た地域の環境については、緑や

自然の保全はもとより、大人のマナーに起因する課題を含んでいる事が認識された。

２．小学生アンケート調査結果

（１）いつも気をつけている環境にやさしい行動について

① 部屋の電気を使わない時は消している（単回答）

部屋の電気を使わない時は消している行動については、「取り組んでいる」（57.3％）「時々

取り組んでいる」（35.0％）の回答が多く、約９割の児童が部屋の電気を使わない時には消

灯している。
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48.5%

40.8%

6.8%

3.9%

0% 20% 40% 60%

取り組んでいる

時々、取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

［ｎ＝103］

76.7%

16.5%

4.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる

時々、取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

［ｎ＝103］

55.3%

36.9%

5.8%

1.9%

0% 20% 40% 60%

取り組んでいる

時々、取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

［ｎ＝103］

② テレビをつけっぱなしにしない（単回答）

テレビをつけっぱなしにしない行動については、「取り組んでいる」（48.5％）、「時々取り

組んでいる」（40.8％）の回答が多く、約９割弱の児童が、テレビをつけっぱなしにしてい

ない。

③ ごみを捨てる場合は分別して捨てている（単回答）

ごみを捨てる場合は分別して捨てている行動については、「取り組んでいる」（76.7％）、

「時々取り組んでいる」（16.5％）の回答が多く、約９割の児童が、ごみを捨てる場合は分

別して捨てている。

④ 生き物や緑などの自然を大事にしている（単回答）

生き物や緑などの自然を大事にしている行動については、「取り組んでいる」（55.3％）、

「時々取り組んでいる」（36.9％）の回答が多く、約９割の児童が、生き物や緑などの自然

を大事にしている。
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68.0%

23.3%

8.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

良いところのほうが多いと思うけど、

少し悪いところもある

すごく良いと思う

悪いところのほうが多いと思うけど、

少し良いところもある

すごく悪いと思う

［ｎ＝103］

78.6%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

芝生の校庭の方が良い

以前の砂地の校庭の方が良い

［ｎ＝103］

（２）今の府中市の自然や環境をどう感じているか（単回答）

今の府中市の自然や環境をどう感じているかについては、「良いところの方が多いと思う

けど、少し悪いところもある」（68.0％）「すごく良いと思う」（23.3％）の回答が多く、約

９割の児童が、ほぼ府中の環境に満足していることがわかる。

（３）環境の印象についての回答理由（自由回答）

府中市の良いところ、悪いところや、「府中市の環境を良くするためにみんなが行動し

た方が良いと思うアイデアなどについて自由に書いてください。」との問に、100 の回答が

あった。

主な回答は、府中市の良いところについては、「緑や木が多い」府中市の悪いところに

ついては、「タバコや空き缶、ゴミのポイ捨てがある」府中市の環境を良くするためにみ

んなが行動した方が良いと思うアイデアなどについては、「看板やポスターでポイ捨て禁

止の呼びかけをする」であった。

（４）芝生緑化（校庭）の満足度（単回答）

芝生緑化されている小学校の児童に芝生緑化（校庭）の満足度を確認した。結果につい

ては、「芝生の校庭の方が良い」（78.6％）との回答が約 8 割弱あった。
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第 5章．中学生アンケート調査の結果

１．考察（調査結果の総括）

中学生アンケート調査は、府中市内の中学２年生に対して、ホームルーム時にアンケート

を実施し、回答した生徒は１９２人であった。

いつも気をつけている環境にやさしい行動については、こまめに消灯している、テレビを

つけっぱなしにしない、ごみを捨てる場合は分別している等の実践しやすい取り組みについ

ては、「実施している」もしくは、「時々実施している」との回答が多く、自然観察会や野外

環境学習会に参加している、環境に関するイベントや地域活動への参加については、「全く実

施していない」もしくは、「あまり実施していない」との回答が寄せられた。市民の回答傾向

と同様に、身近に取組める行動までに留まった実践状況となっていることがわかる。

今の府中市の自然や環境をどう感じているかについては、約２割がよいと感じているもの

の、「いいところの方が多いと思うけど、少し悪いところもある」「すごくいいと思う」との

回答が約６割と最も多く、中学生は、小学生同様、概ね府中の環境に満足しているものの、

まちの課題をしっかりと認識していることがわかった。

また、自由回答については小学生と同じく、府中市は、緑や自然が多くて良い環境と思っ

ているが、タバコや空き缶、ゴミのポイ捨てがあるので、それを改善してほしいと思う生徒

が多いことがわかった。今後、緑や自然環境の保全について、施策の展開を図るとともに、

大人のポイ捨て等マナーの意識改善を図るなど、これらに対応した施策の検討が必要と考え

られる。

今回のアンケート結果によると、小学生同様、身近に出来る環境行動については、すでに

多くの子どもが取り組んでいることが見られる。一方、やはり小学生と同様に、中学生の目

線で見た地域の環境については、緑や自然の保全はもとより、大人のマナーに起因する課題

を含んでいる事が認識された。

２．中学生アンケート調査結果

（１）いつも気をつけている環境にやさしい行動について

① エアコンの温度は夏場 28℃、冬場 20℃に設定している

エアコンの温度は夏場 28℃、冬場 20℃に設定している行動については、「実施している」

（44.1％）、「時々実施している」（33.0％）の回答が多く、約８割弱の生徒が、エアコン

の温度は夏場 28℃、冬場 20℃に設定している。
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② こまめに消灯している

こまめに消灯している行動については、「実施している」（64.2％）「時々実施している」

（25.8％）の回答が多く、９割の生徒が、こまめに消灯している。

③ テレビをつけっぱなしにしない

テレビをつけっぱなしにしない行動については、「実施している」（56.8％）、「時々実

施している」（24.7％）の回答が多く、約８割の生徒が、実施している。

④ テレビを省エネモードに設定している

テレビを省エネモードに設定している行動については、「実施している」（35.7％）、「全

く実施していない」（24.3％）の回答が多く、２分する結果となった。
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⑤ 電化製品の主電源を切る。またはコンセントを抜く

電化製品の主電源を切る。またはコンセントを抜く行動については、「実施している」

（31.7％）、「時々実施している」（27.5％）の回答が多く、約６割の生徒が、電化製品の

主電源を切る。またはコンセントを抜いている。

⑥ お風呂は、入浴時間を空けないようにしている

お風呂は、入浴時間を空けないようにしている行動については、「実施している」

（34.2％）、「時々実施している」（33.2％）の回答が多く、約７割弱の生徒が、お風呂は、

入浴時間を空けないようにしている。

⑦ 買い物をする時はマイバッグを持参している

買い物をする時はマイバッグを持参している行動については、「実施している」

（49.5％）、「時々実施している」（22.1％）の回答が多く、約７割の生徒が、買い物をす

る時はマイバッグを持参している。
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⑧ ごみを捨てる場合は分別している

ごみを捨てる場合は分別している行動については、「実施している」（82.1％）、「時々

実施している」（13.2％）の回答が多く、ほとんどの生徒が、ごみを捨てる場合は分別

している。

⑨ 自然観察会や野外環境学習会に参加している

自然観察会や野外環境学習会に参加している行動については、「全く実施していない」

（36.8％）、「あまり実施していない」（28.4％）の回答が多く、約６５％の生徒が、自然

観察会や野外環境学習会に参加していない。

⑩ 環境に関するイベントや地域活動に参加している

環境に関するイベントや地域活動に参加している行動については、「全く実施していな

い」（43.1％）、「あまり実施していない」（28.2％）の回答が多く、約７割の生徒が、環

境に関するイベントや地域活動に参加していない。
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（２）今の府中市の自然や環境の満足度（単回答）

今の府中市の自然や環境の満足度ついては、「良いところのほうが多いと思うけど、少し

悪いところもある」（61.3％）、「すごく良いと思う」（33.5％）の回答が多く、ほとんどの

生徒が、ほぼ府中の環境に満足していることがわかる。

（３）環境の印象についての回答理由（自由回答）

府中市の良いところ、悪いところや、府中市の環境を良くするためにみんなが行動した

方が良いと思うアイデアなどについて自由に書いてください。との問いに、142 の回答が

あった。

主な回答は、府中市の良いところについては、「緑や木が多い」「自然が残されている」

府中市の悪いところについては、「タバコや空き缶、ゴミのポイ捨てがある」その他の意

見として、「エコライフ」や「ごみの分別」「ケヤキ並木」等に関する意見もあった。


